
【問題と目的】

　我が国の平均寿命は，平成26年の厚生労働省の調査に

よれば1），男性80.50歳，女性86.83歳で，過去最高を記

録しており，人口の4人に一人が高齢者である超高齢社

会となっている．それに伴い，単に寿命が延び長く生き

ることだけではなく，いかに日常生活を支障なく健康に

生きることができるかといった健康寿命を延ばすことが

大きな課題となっている．また，健康に日常生活を送る

ためには身体的な健康を保つだけでなく，QOL（生活

の質）を維持・向上させることも不可欠である．そこで

本研究では，QOL を維持・向上させる指標として，全

体的自己価値と生きがい感をとりあげる．

　全体的自己価値とは，自分自身についての評価的感情

であり，例えば自分のことが好きであるのか，自分に満

足しているのかといった自分自身全体について肯定的に

評価しているのか，それとも否定的に評価しているのか

の程度を示すものである．

　山本は日本の青年を対象とした全体的自己価値につ

いての一連の研究を行っており（山本，20092），20103），

20134）など），日本の青年は，青年期を通して全体的自

己価値が低いということ，青年初期から青年中期にかけ

て特に低くなり，青年後期には少し肯定的になるという

こと，青年期の間，男子と比較して女子の全体的自己

価値が低いことが見出されている（Yamamoto，20115））．

また山本（2014） 6）は，成人期に相当する中学生の親を

対象に調査を行い，中学生の親の全体的自己価値は，比

較的得点が高く，自分自身について満足しているなど肯

定的に評価していること，母親より父親の得点高いこと

が見出されている．それでは，高齢期にはこうした全体

的自己価値は，青年期や成人期と同様に性差がみられる
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のであろうか．年齢によって全体的自己価値の様相は異

なるのであろうか．本研究では，健康講座に参加してい

る高齢者の全体的自己価値がどのような様相を示すのを

検討することを1つめの目的とする．

　QOL（生活の質）に関連する指標として，全体的自

己価値だけではなく生きがい感についてもとりあげ，高

齢者の生きがい感の様相についても検討することを2つ

めの目的とする．生きがい感は，研究者により様々な定

義があるが，本研究では，高齢者の生きがい感を，「毎

日の生活のなかで，なに事にも目的をもって意欲的であ

り，自分は家族や人の役に立つ存在であり，自分がいな

ければとの自覚をもって生きていく張り合い意識（近藤・

鎌田，20037））」と定義して検討する．

　高齢者にとっては健康であるかどうかが，全体的自己

価値や生きがい感に強く影響を与えると考えられる．そ

こで，自分自身の健康についての評価である「主観的健

康」と，病気や健康の原因に関する信念である「主観的

健康統制感」のうち，病気や健康に関する原因を自分自

身に帰属する傾向を示す「自分自身」が，全体的自己価

値と生きがい感にどのように影響しているのかについて

も検討する．

【方法】

１．調査協力者と調査実施時期

　本学が実施している地域の高齢者（65歳以上）を対象

とした健康講座を受講し，健康講座開始前の事前調査に

回答のあった114名（男性25名，女性89名）を対象とし

た．平均年齢は，男性72.64歳（SD：4.51歳，年齢範囲：

65歳～81歳），女性72.67歳（SD：4.17歳，年齢範囲：65

歳～87歳）であった．75歳未満の前期高齢者は76名（男

性14名，女性62名），75歳以上の後期高齢者は38名（男

性11名，女性27名）であった．

　調査時期は，講座開始時期によって異なっており，平

成25年9月に45名，平成26年9月に38名，平成27年9月に

31名に実施した．

３．調査の実施方法と内容

　健康講座開始前には，ADL（日常生活活動）テス

ト・新体力能力テスト（文部科学省），体格測定（In 

Body720），骨密度測定（ALOKA 社製 AOS-100），口腔

内診査を実施した．また基本的属性（性別，年齢，同居

家族，服薬の有無等），運動習慣や食習慣や口腔ケア習

慣などの生活習慣，および生きがい感や全体的自己価値

など心理的要因に関する質問紙調査を行った．調査用紙

は，講座参加者に事前に配布し，各自が記入し，講座時

に回収を行った．

　なお，講座前に，研究協力を自分の意思で行うこと，

協力を撤回する自由があること，個人情報の取り扱い，

結果の公表等について説明をし，講座参加および研究協

力への同意を得た．

　調査項目の中から，今回の分析に使用した「全体的自

己価値」，「生きがい感」，「主観的健康」，「主観的健康統

制感」の具体的調査内容を以下に示す．

（１）全体的自己価値

　自分に満足しているか，自分が好きであるかなど自分

自身全体をどのように評価しているのかを6段階評定（非

常にあてはまる，かなりあてはまる，ややあてはまる，

ややあてはまらない，かなりあてはまらない，全くあ

てはまらない）でたずねた．順に6点から１点の得点を

与えた．Harter（1986） 8）の「Manual for the Adult Self-

perception Profile」の中の全体的自己価値についての項

目，DuBois ら（1996） 9）の Self-Esteem Questionnaire と

Rosenberg（1965） 10）の自尊感情尺度を参考に作成した

（日本語訳は山本・松井・山成，198211）を参考にした）．

山本（20092），20103），20134），20146）の青年および成人

に対する調査において使用した項目と同じものである．

「今の自分が好きである」，「今の自分自身に満足してい

る」，「時々自分がだめな人間だと思う」，「時々自分のこ

とがいやになる」，「私はもっと自分に自信がもてたらい

いなあと思う」の5項目である．

（２）生きがい感

　近藤・鎌田（2003） 7）の作成した高齢者向け生きがい

感スケールの「自己実現と意欲」「生活充実感」の下位

尺度の項目を援用し，6段階評定（非常にあてはまる，

かなりあてはまる，ややあてはまる，ややあてはまらな

い，かなりあてはまらない，全くあてはまらない）でた

ずねた．順に6点から１点の得点を与えた．「自己実現と

意欲」は，「なにか成し遂げたと思えることがある」，「他

人から認められたと評価されたと思えることがある」と

いった6項目である．「生活充実感」は，「何もかもむな

しいと思うことがある（逆転項目）」，「いまの生活に張

り合いを感じている」といった5項目である．

（３）主観的健康

　「現在，健康であるか」を，「はい」，「いいえ」，「どち

らともいえない」の選択肢でたずねた．「はい」を3点，「ど
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ちらでもない」を2点，「いいえ」を1点とした．

（４）主観的健康統制感

　堀毛（1991） 12） の作成した日本版 Health Locus of 

Control 尺度から，病気や健康に関する原因を自分自身

に帰属する傾向を示す「Internal: 自分自身」の下位尺度

から4項目を使用し，6段階評定（非常にそう思う，そう

思う，どちらかといえばそう思う，どちらかといえばそ

う思わない，そう思わない，全くそう思わない）でたず

ねた．順に6点から１点の得点を与えた．「健康でいられ

るのは自分しだいである」，「私の健康は，私自身で気を

つける」といった4項目である．

【結果及び考察】

１．全体的自己価値の平均値と標準偏差（SD）および 

　　分散分析の結果

　項目ごとに平均値を算出し，性別（男女）×年齢（前

期，後期）の分散分析を行った（Table1）．その結果，「もっ

と自分に自信がもてたらいいのになあと思う」のみ，年

齢での有意差がみられ，後期高齢者（75歳以上）の得点

が高かった（F=4.440, p=.039）．その他の項目では，性

差も年齢差もみられなかった．

　また得点が高いほど全体的自己価値が高くなるよう5

項目の合計得点，項目平均を算出し，尺度得点とした．

その結果，いずれの群も平均値は比較的高く，自分自身

について否定的には評価していない様子がうかがわれ

る．性別（男女）×年齢（前期，後期）の分散分析の

結果，年齢において有意差はみられなかった（F=.810, 

p=.370）．性差はみられ，女性より男性の得点が高かっ

た（F=5.687, p=.019）．

２．生きがい感の平均値と標準偏差（SD）および分散 

　　分析の結果

（１）自己実現と意欲

　項目ごとに平均値を算出し，性別（男女）×年齢（前

期，後期）の分散分析を行った（Table2）．その結果，「私

には心のよりどころ，励みとするものがある」では，交

Table2　「生きがい感」の平均値及び標準偏差（SD）
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平均値 平均値 平均値 平均値

今の自分自身に満足している。

時々自分がだめな人間だと思う。※

私はもっと自分に自信がもてたらいいなあと思う。※

今の自分が好きである。

時々自分のことがいやになる。※

「全体的自己価値」尺度得点

※逆転項目

男性 女性

前期（75歳未満） 後期（75歳以上） 前期（75歳未満） 後期（75歳以上）

Table1 「全体的自己価値」の平均値及び標準偏差（SD）

平均値 平均値 平均値 平均値

私には家庭の内または外での役割がある

私には心のよりどころ、励みとするものがある。

私にはまだやりたいことがある。

自分が向上したと思えることがある。

他人から認められ評価されたと思うことがある。

なにか成し遂げたと思えることがある。

「自己実現と意欲」下位尺度得点

毎日何となく惰性で過ごしている。※

なにもかもむなしいと思うことがある。※

今の生活に張り合いを感じている。

何のために生きているのか分からないと思うことがある。※

今日は何をして過ごそうかと困ることがある。※

「生活充実感」下位尺度得点

※逆転項目

前期（75歳未満） 後期（75歳以上） 前期（75歳未満） 後期（75歳以上）

男性 女性
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互作用がみられ，男性では後期高齢者より前期高齢者の

得点が高いという差がみられた（F=5.314, p=.023）．

　「自己実現と意欲」の6項目の項目平均を算出すると，

いずれの群も平均値は高く，非常に意欲と何かを成し遂

げたい気持ちを持っている．性別×年齢の分散分析の結

果，性差はみられず（F=.354, p=.553），年齢において

も有意差はみられなかった（F=.626, p=.431）．

（２）生活充実感

　項目ごとに平均値を算出し，性別（男女）×年齢（前

期，後期）の分散分析を行った（Table2）．その結果，

「毎日何となく惰性で過ごしている」では交互作用がみ

られ，前期は男性に比べて女性の得点が高く（F=7.707, 

p=.007），女性は後期より前期の高齢者の得点が高かっ

た（F=5.805, p=.018）．

　「生活充実感」の5項目の合計点を算出し，項目平均を

下位尺度得点とした．いずれの群も平均値は高く，比較

的，生活に充実感をもっている．また性別×年齢の分散

分析の結果，性差はみられず（F=.490, p=.486），年齢

においても有意差はみられなかった（F=.803, p=.373）．

３．主観的健康感

　男女いずれも，健康かどうかの問いに「いいえ」とい

う回答はほとんどなく（男性1名，女性1名），多くは「は

い」という回答であり（Table3，4），健康であると自己

評価している様子がうかがわれる．

４．主観的健康統制感の平均値と標準偏差（SD）およ 

　　び分散分析の結果

　項目ごとに平均値を算出し，性別（男女）×年齢（前

期，後期）の分散分析を行った（Table5）．その結果，「私

の健康は私自身で気をつける」で性差がみられ，女性の

得点が高かった（F=4.260, p=.042）．他の項目では性差

も年齢差もみられなかった．

　また4項目を合計し，項目平均を算出したところ，ど

の群も平均値は高かった．また性別×年齢の分散分析の

結果，性差はみられず（F=.414, p=.522），年齢におい

ても有意差はみられなかった（F=1.387, p=.242）．

５．全体的自己価値，生きがい感と主観的健康，主観的 

　　健康統制感との関連

　各尺度間の相関係数を男女別に算出した（Table6）．

　まず「全体的自己価値」と「生きがい感」の関連をみ

てみると，男性は，生きがい感の「生活充実感」のみが

「全体的自己価値」と関連していたが（r=.692, p=.001），

女性は「生活充実感（r=.754, p<.001）」だけではなく，「自

己実現と意欲（r=.46,， p<.001）」も関連していた．

　「主観的健康」と「主観的健康統制感」とでは，男女

いずれも関連はみられなかった．

　また，「全体的自己価値」および「生きがい感」と，「主

観的健康」については，男女いずれも関連がみられなかっ

た．「主観的健康統制感」との関連では，女性は生きが

い感の「自己実現と意欲」のみが関連していたが（r=.260, 

p=.024），男性は生きがい感の「自己実現と意欲（r=.616, 

p=.005）」，「生活充実感（r=.460, p=.041）」のいずれの

尺度とも関連しており，また「全体的自己価値」とも関
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※逆転項目

前期（75歳未満） 後期（75歳以上） 前期（75歳未満） 後期（75歳以上）

男性 女性

Table2 「生きがい感」の平均値及び標準偏差（SD）

Table4　主観的健康感の度数（女性）

 

 
このサイズでお願いします。 
 
 

 
このサイズでお願いします。 
 
 

 
 
 
このサイズでお願いします。 
 
 

平均値 平均値 平均値 平均値

健康でいられるのは、自分しだいである。

健康でいるためには、自分で自分に気配りすることだ。

私の健康は、私自身で気をつける。

病気が良くなるかどうかは、自分の努力しだいである。

「主観的健康統制感」尺度得点

Table5 「主観的健康統制感」の平均値及び標準偏差（SD）

男性 女性

前期（75歳未満） 後期（75歳以上） 前期（75歳未満） 後期（75歳以上）

全体的自己価値
生きがい感：

自己実現と意欲
生きがい感：
生活充実感

主観的健康
主観的

健康統制感

Table6 全体的自己価値，生きがい感と主観的健康，主観的健康統制感の相関
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連していた（r=.464, p=.039）．

６．まとめ

　本研究の目的は，健康講座に参加している地域高齢者

の全体的自己価値と生きがい感の様相を検討し，主観的

な健康や主観的健康統制感とどのような関連がみられる

のかを検討することであった．

　その結果，年齢を問わず，向上したいという意欲がみ

られ，生活に充実感をもつなど，生きがい感をもってお

り，比較的全体的自己価値が高く，自分自身について否

定的に評価していなかった．

　全体的自己価値については，山本が今回と同じ項目を

使用してこれまで行ってきた研究（Yamamoto，20115）, 

山本，20146) など）と比較すると，高齢者は青年期や成

人期に比べて得点が高く自己価値が高いと考えられる．

今回の調査協力者は，自ら健康講座に応募し参加する意

欲の高い高齢者が多く，従来の研究とは異なった結果が

得られた可能性が考えられる．

　また，全体的自己価値・生きがい感と健康との関連に

おいては，特に男性は「主観的健康統制感」の「自分自

身」に病気や健康の原因を帰属する傾向が「生きがい感」

や「全体的自己価値」と関連しており，自分自身で自分

の健康をコントロールできているという感覚が生きがい

感や全体的自己価値の高さにつながる可能性が示唆され

た．
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